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１．開会                                     
【生涯学習課長】 

 本日はお忙しい中、御出席をいただきまして、ありがとうございます。 

 定刻になりましたので、平成２９年度第４回草津市社会教育委員会議を開催させ

ていただきます。 

 本日委員は１６名中１１名の御参加をいただいておりますことを、御報告させて

いただきます。 

 また本会議は草津市市民参加条例により、市民の皆様に会議を公開することにな

っております。現時点では傍聴者はおられませんが、随時入られることもあります

ので、御報告させていただきます。 

 それでは早速ですが、議事に移らせていただきます。以後の進行につきましては、

委員長にお願いいたします。 

 

２．教育長挨拶                                  

【委員長】 

 おはようございます。 

 いよいよ、今期の社会教育委員会議は今回が最終ということになります。 

 今日の議題は、お手元にありますように、前回から見ていただいている「体系的

な生涯学習システムの構築」の提案書、これを３月の下旬に私から教育長へ提出さ

せていただく予定でございますが、それに際しまして委員の皆様に最終的なチェッ

クをいただきたいということと、事務局から今後のスケジュールやイメージについ

て御説明をいただきたいと思います。 

 そして、後段はこうした市民大学がつくられていく中におきまして、社会教育委
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員の任期は終了いたしますが、皆さんそれぞれが御活動されていらっしゃる方ばか

りでございますから、今後、我々はどのように携わっていけるかといったところを

中心に、忌憚のない話し合いをしたいと思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【事務局】 

 それでは、早速ではございますが、次第に従い進めたいと思います。 

 はじめに報告事項でございますが、先般、２月１４日に第２回生涯学習フォーラ

ムが開催され、Ａ委員に御参加いただきましたので、御報告をお願いいたします。 

 

【Ａ委員】 

 先日２月１４日、竜王町で開催されました生涯学習フォーラムに参加いたしまし

た。テーマは「地域活動をいかした人づくり・まちづくり」でありましたが、内容

がかなり幅広く、まず一つ目が事例発表で、竜王町の公民館の取り組みについて館

長からお話がありました。「竜王町」にちなんで、「ドラゴンカレッジ」というネ

ーミングで月に１回講座をされていて、特に気を配っている点が大勢の方に参加し

ていただきたいということで、夜開催して、仕事帰りの方でも参加できるように、

夜７時から開催されているという講座がございました。青年学級として２０代、３

０代の方の学校もあります。シニア世代の方を受け入れ、社会参加を促すという意

味での講座もございました。注意されている点は、そういった講座を修了された方

の受け皿を、常に出口を考えながらしかけづくりをされているところを注意してら

っしゃるということでした。事例としては、歴史講座が開催されて、その講座を受

けられた方が次に観光ボランティアをされるというような流れをきちんとイメージ

してつくられていたということでした。草津にもいらっしゃるとは思うんですけど、

講座を企画するコーディネーターの方、園長先生であるとか民生委員の方々である

とか、いろいろな幅広い方々で人選をされていました。 

 もうひとつ、雲南市の取り組みをお聞きしました。子ども、若者、大人と３つの

世代に向けたチャレンジを連鎖して、持続可能なまちづくりにつなげようと活動さ

れています。雲南市は合併してできた市で、人口４万人でなおかつ、高齢化率が 

３６．５％、先端を走っているとおっしゃってましたけど、いかに持続ができるま

ちづくりをしていくか、危機感を持って取り組んでいらっしゃいます。キーワード

としては、チャレンジ。次の１０年先を見据えて市民と一緒にまちづくりをすると

いうことで、チャレンジを合い言葉に、まちの持続可能性を高めていく、魅力のあ

るまちで若者たち、子どもたちに、次の世代の方がそのまちに残ってもらえるよう

なまちにしようということで、人材育成、若手人材の掘り起こしをイメージされて

いました。若者のチャレンジということを重点的に伺ったのですが、広く他府県か

らも人を呼んできて、まちづくり、企業人材としてもみんなで一緒に、知恵を出し

合い取り組んでいらっしゃいます。大人がチャレンジする姿を子どもに見せるとい
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う、子どもも巻き込んで地域の課題、今こういう課題があるよということも教えな

がら検討を進め活動につなげていらっしゃいます。中学生、高校生にも出会いをつ

くりながら多様性を与えて、学校の外へ出ていく講座を実施しておられます。円卓

会議を開いて、若手を育成していくといこともおっしゃっていました。関係人口、

つながる人口をどんどん多くしていこう、人口は４万人でも関係していける人間を

ふやしていこうということで、協働を超えて、総働のまちづくりというようにおっ

しゃっていました。 

 最後にワークショップがありました。豊郷、日野、東近江、野洲、高島といろい

ろなところから参加されていて、公民館のあり方などそれぞれが問題を抱えながら

やってらっしゃるんだなというようなところがわかりました。 

 

【委員長】 

 ありがとうございました。雲南市は小規模多機能自治という言葉を生んだところ

で非常に全国的にも有名なんです。１カ所の公民館、コミュニティーセンターとい

ったところに、福祉や防災や支所機能やそういったものを全部１つにして、小規模

な施設なんですがいろんな機能を持ってコミュニティーを維持していこうという取

り組みを真っ先に取り組まれたところとして、各省庁から、生涯学習の面だけでは

なく地域自治、過疎化対策そうしたところの取り組みとが着目されたところであり

ます。ポイントは幾つかありますが、大きなものが全庁的な取り組みということな

んです。総働という言葉がありましたが、草津市は人口面では雲南市よりはまだ危

機的な状況ではないですが、しかし２０年先はどうかといえば、私はそんなに楽観

的ではいられないと思います。その中で、全庁的な取り組みをきちんと考えていく

ということが、今回我々がつくろうとしているみらくるカレッジの根底にあると思

います。 

 それから、竜王町の取り組みにも学ぶところがあって、開催時間の設定ですとか

受け皿をしっかりつくって循環していくというところですね。そして、支援機能を

どう構築していくかというのがポイントだと思います。今のＡさんの御報告に関し

まして御質問がないようでしたら協議事項に入りたいと思います。 

 最初に、前回から修正があった点、今後のスケジュール等について事務局から説

明をお願いします。 

 

【事務局】 

 前回会議の後、委員の皆様からの御意見等はございませんでしたので、前回の会

議の中でいただいていた修正、事務局内で検討させていただいて改善を加えた箇所

について簡単に御説明をさせていただきます。 

 内容について大きく変更を加えたという箇所はございませんが、文言の修正を行

ったところにつきましては、本文に下線をつけています。大きく変更しましたのは

提案部分で、６ページをお開きいただきたいと思います。 
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 前回の素案から、もう少しコンパクトになるよう、項目をまとめて配置の入れか

えもさせていただきました。 

 まず、６ページ、７ページ見開きでみらくるカレッジ本校と地域校、支援体制の

全体像をまとめました。 

 ８ページ、９ページの見開きは、本校と地域校の詳細を掲載しています。前回会

議で御指摘のありました本校の拠点について、「当面は市役所や市立まちづくりセ

ンターが想定されます」という表現を加えさせていただきました。 

 地域校についてはイメージ図を加え、本校で学んだ人が地域で生かしていく流れ

と、本校の学びが自分の住んでいる地区だけに生かされるというのではなくて、横

のつながりもあるというイメージなどが持てるよう改善しました。 

 続いて１０ページですが、みらくるカレッジの支援体制ということで支援体制の

イメージ図を示させていただきました。支援体制と支援組織の使い分けになります

が、支援組織は中間支援組織であるとか市民団体、大学など多様な主体が緩やかに

みらくるカレッジの本校や地域校の学習活動を支援する集合体で、行政の立場、全

体を調整する社会教育主事を含めた支援体制としてまとめました。コミュニティ事

業団や、提案頂いた社会教育委員の皆さんも支援組織に入ると思うのですが、核と

なるメンバーとして、社会教育主事と協力しながら支えていくイメージ図となって

います。 

 また、素案の中では運営組織とし、いずれかの時点で活動を担っていくと記載を

していましたが、みらくるカレッジが発足して熟するまでは、支援体制が大切であ

りますことから、運営組織という表現は削除しました。また、前回は支援組織の具

体的な団体名を載せていたのですが、あくまでも提案の段階ですので今回は特定の

団体名は修正をさせていただきました。 

 ２つ目の項目は、持続可能な仕組みとするために、既存事業を活用すること、地

域活動については振り返りを行うことが次のステップを生み出すために大切なもの

であり、この振り返りにあたっては社会教育委員や社会教育主事も、ともに振り返

ることが必要だとまとめさせていただきました。 

 あわせて、カレッジを展開していくスケジュール案についても御説明をさせてい

ただきます。 

 お配りした資料１を見ていただきたいと思います。平成３０年度、３１年度、 

３２年度以降と示させていただいています。 

 平成３０年度は、まず庁内調整を考えております。まちづくり協働課、健康福祉

政策課、危機管理課、環境課など地域課題と直結しているという観点から、特に核

となる関係課との調整をしていきたいと思います。また、それぞれの課で行ってい

る学習事業を調査しまして、目的や対象などで分類・分析を行い、みらくるカレッ

ジの開講に向けた学習計画を立てていきたいと思っています。 

 並行して支援組織の発足を進めていく必要がありますが、初めは意見交流である

とか、緩やかな関わりが持てるようなしかけづくりを並行して進めていきたいと思
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っています。平成３１年度には、先行して入門科、本科の開設を考えています。カ

レッジの周知であるとか、学習活動ごとにアンケート調査を行い、参加傾向や課題

などを整理して解決の糸口、そういったものを参考に進めていきたいと思います。   

地域課題解決学科、専科についてはより専門的な学習機会が提供できるように、

専門機関であるとか大学とも連携を図るようなことを探りたいと思いますので、そ

の開設に向けての準備も必要になってきます。 

 平成３２年度以降につきましては、それぞれのタイミングがあるかと思いますが、

地域課題解決学科の開設、地域校につきましてはモデル校を設定しまして、好事例

の情報発信などを行いながら順次地域校の開設を進めていきたいと思っています。  

学びの地域支援講座や生涯学習情報の発信は、地域校開設に向けて内容の充実を

図りながら、継続して取り組みを続けていきたいと考えています。 

  

【委員長】 

 最終の機会ですので、何か御指摘等ございましたらお願いいたします。 

 提案書につきましては、私が皆さんの代表として、３月２３日に教育長と市長に

お会いしお渡しする機会をいただきました。全庁的な取り組みにしていくためには

市長や教育長に認識をしていただかないと、生涯学習課だけで進められるというも

のではありませんので、イメージを持っていただけるようにお願いをしようと考え

ています。 

 

【Ｂ委員】 

 本校・地域校とありますが、本校の校長、地域校の校長は誰がなるのか。イメー

ジでは、本校の校長は市長、地域校は各地域でまちづくり協議会の会長かなと思っ

ていますが、どうでしょうか。 

 

【委員長】 

 これは考えてはいないと思います。何か名称をつけるのに本校・地域校にしてい

ますけど、そのために校長先生がいらっしゃるわけじゃなくて、こうした市民大学

等でそこまで厳密な長を置くことは余りないかと思います。 

 

【Ａ委員】 

 何年か前に、紺色の生涯学習手帳というものが草津市でありました。何冊も集め

る方もおられたみたいですが、また復活してもおもしろいかなと思います。自分の

学びの記録をしていって、ポイントがたまったらうれしいことがある、今の健康ポ

イントみたいな感じの生涯学習版ができても、おもしろさというのがあってもいい

かなと思います。 
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【委員長】 

 それは今もあるんですか。 

 

【事務局】 

 以前は、マナビィマークがついた講座を受けると、その手帳にスタンプを押して

もらって、自分が学んできた記録になる手帳がありましたが現在は終了しています。 

 

【委員長】 

 今、お話のあった健康と一緒にしてもいいと思うんです。これは健康福祉部局に

御了解をいただいて、どの講座に出てもポイントがたまっていったら何かプレゼン

トするなど、そういうインセンティブや表彰したりということは意味があることで

すから、また考えていってもいいかなと思います。 

 

【Ｃ委員】 

 御近所の方がもうすぐ定年を迎えられるんですが、何をしていいかわからないと

おっしゃっていて、友達もいないし、退職して話す人もいなくなると心配されてい

ます。健康ポイントのカードはしっかり持っていらっしゃるのですけれども。そう

いう方は、出かけるきっかけが多い方が、機会にもなってお友達もできたりするん

じゃないかなと思います。 

 

【委員長】 

 ぜひ、健康福祉部局と調整いただきたいと思います。相乗りしたほうが予算もそ

れぞれ別に持つよりはいいと思いますから。おもしろい御意見をありがとうござい

ます。 

 

【Ｄ委員】 

 地域校での活動は、支援組織や社会教育主事等のサポートが必要であると書かれ

てあります。社会教育主事ですが、行政の中で資格を持っている方がおられるとい

うことですね。 

 

【事務局】 

 社会教育主事の有資格者は庁内にも何名かいます。生涯学習課には２名の社会教

育主事を配置、発令させていただいて、ニュースレターの発行など生涯学習情報の

発信をさせていただいたり、御相談に応じさせていただけるようになっています。 

 

【Ｄ委員】 

 過去に社会教育主事を持っていながら他部署に異動したという方もおられると思

います。そういう方も場合によっては教育してもらうと、そういうことも考えてい
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たほうがいいかと思います。 

 

【委員長】 

 おっしゃるとおり、役所は異動がありますから資格を持ってらっしゃる方が必ず

生涯学習課で勤務できるかといえばそうじゃないんです。でも、私も他の自治体を

見ていますが、まず社会教育主事資格を取得させて配置しているところ、かつ２名

も置いてるところは貴重です。全然置いてないところもある。そういう面では草津

市はしっかりされていると思います。２名で十分かどうかというのはあるかもしれ

ませんが、２名で各学区を訪問するのはできないことではありませんし、むしろこ

れから全庁的な取り組みにしていくわけでございますから、各課へ散らばっている

社会教育主事有資格者はぜひそういったときに主導的な役割を果たしてもらうよう

に呼びかけるということはいいかなと思います。社会教育がわかっている人が各課

におられれば、各課がまたそれぞれの立場で市民大学に関わってもらうということ

が非常に大事かなと思います。 

 

【委員長】 

 貴重な御意見をありがとうございました。この提案書をもちましてこの社会教育

委員会議のまとめとさせていただきまして、教育長、市長に提出させていただきま

すので、皆さん御了承いただいてよろしいでしょうか。どうもありがとうございま

す。 

 それでは議題の後段、今後の活動のまとめについて、事務局から説明をお願いい

たします。 

 

【事務局】 

 皆さんに御意見をいただきまして、こうして提案書がまとまりました。社会教育

委員会議でつくり上げたみらくるカレッジに、元社会教育委員としてどのように関

わっていけるか、また関わっていきたいかという御意見をいただきまして、今期の

社会教育委員会議のまとめにしたいなと思っております。 

 本編の中で、みらくるカレッジは多様な主体との協働で進めていくと触れさせて

いただいています。多様な主体というのは、産・学・公・民それぞれがいろいろな

つながりがあるのかなと思っています。例えば、学と産がコラボしたらこんな学習

機会ができるのかとか、そこに自分だったらどういうふうにつないでいけるかなど、

自由に御意見をいただけたらと思います。 

 

【委員長】 

 それでは、これは全員から御発言いただきたいと思います。このみらくるカレッ

ジは今後、つくり上げられていくわけでございますが、社会教育委員の任期を終え

た後も、どうやってみらくるカレッジを市民全体で盛り上げていくか、どういうふ
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うに関われるのか、忌憚のない御意見をいただきたいと思います。 

 

【Ｅ委員】 

 以前、原子力モニターというのをやっていたことがあります。このみらくるカレ

ッジで、いろいろなことに関心を持つ人が増えればよいと思います。 

 

【Ｆ委員】 

 私は今、ママさんと子育て支援というのを中心に活動しているんですけど、その

立場からいうと、産・学・公・民のつながりという中で、いろいろ立場で関わって

いきたいと思っています。ＮＰＯという組織もしかり、今任意団体、ＰＴＡも関わ

っているんですけど、いろいろな経験が人をつないでいくという、主軸にもなれる

んじゃないかなと、できるだけいろいろな人をつないでいきたいと感じました。 

 

【Ｃ委員】 

 産・学・公・民の話を聞くとなるほどと思うんですけど、草津市って大きいです

よね。どんどんマンションができて人もふえて、主婦の皆さんが興味を持たれるよ

うなイベントなり説明会なりを開催して、いろいろなところへ同行していったりす

ると、何かいろいろ案が出てくるのかなと。私は会社めぐりが好きで、グループで

会社に見学やお話を聞きに行っています。そうすると最後に、「何かうちのメーカ

ーに関して意見のある方いますか」と聞かれたりします。例えば、牛乳パックの注

ぎ口のアイデアも一般の方が考えられたものとのことで、行きたくないなと思って

いても、連れていってもらえると結構楽しいかなと。 

 

【委員長】 

 そういうツアーがあってもいいですよね。 

 

【Ａ委員】 

 地域の草津の企業めぐりっておもしろいと思います。誰かがコーディネートして

もらわんとできないから、社会教育委員が声をかけて。 

 

【委員長】 

 企業めぐりを講座として設けてらっしゃる自治体もあります。例えば商工部局、

そういったところでつくってほしいなと思います。 

 

【Ｄ委員】 

 地域校の運営には、交付金を出すのですか。 
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【事務局】 

 みらくるカレッジ地域校として、交付金は考えていません。先ほどおっしゃった

ように、例えば公共施設めぐりとかあるいは市内の企業めぐりとか、お金はなかな

か難しいので、知恵を絞ってということになると思います。 

 もう一つは、寄附金、ファンドというのも勉強していかなくちゃいけないなとい

うようなことは思っています。少しづつ事例を研究していかなければいけないと思

います。 

 

【Ｇ委員】 

 一つはある程度まち協が主体になっていかなければいけないと思っています。先

ほどＡ委員のお話の中にコーディネータ―の継続性とありましたが、まち協の中で

社会教育事業の継続性ということを考えると、現在の社会教育委員を含めて、これ

までの社会教育委員が地域における社会教育継続性といったところにかかわってい

くことが重要なことになると思います。どうしても役員が変わっていく中で、社会

教育委員が地域の中できちんと活動していくことが重要になってくると思っていま

す。 

 先ほどＤ委員から評価の話がありました。当然ＰＤＣＡサイクルの中でいろんな

評価をしていくわけですが、そのためには一定目標は決めておかなきゃいけないな

というふうに思っています。一定の数値目標というのを目安にしてなければ基本的

に事業の規模とどういうふうに展開していくかという計画が立ちませんので、みら

くるカレッジにおける数値目標的なものを設定した上で、それをもとにしてのＰＤ

ＣＡサイクルの展開といったことが必要になってくるかと思うし、それがあること

によって、外部の方々についても、どういったものをどういった規模で展開してい

こうとしているのかというのが、ある程度具体的に見えてくるようになるんじゃな

いかと思う。そのあたりのことも含めて議論していただくといいかなというふうに

思います。 

 

【委員長】 

 参加者数をいかに集めるかというのも一つの評価でございますから、各課にぜひ

お伝えいただきたいと思いますのは、全庁的な取り組みにすることによって、各課

がそれぞれやってらっしゃる講座の参加者数がふえるという効果があるんです。そ

れがこのメリットなんです。逆に言えばそれでも集まってないというような講座は

見直さないといけないわけです。実際のカリキュラムをつくっていくときに、その

辺もあわせて考えておく必要があります。 

 

【Ｈ委員】 

 前回の素案のときには、生涯学習課が引っ張っていくという気持ちがすごく強か

ったんだけど、今回のは主事が調整していくというふうに変わっていたので、そこ
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がすごくいいんじゃないかなと、いい流れになっていくんじゃないかなというふう

に思いました。私個人としては一般市民の方と同じ目線で学んでいけるように、ま

ずは事業に参加することから始めたいと思います。 

 

【Ｂ委員】 

 これからが３０年度、３１年度、３２年度が大事だということで、案をつくって

もそれがだめになるのか、それともこれを発展しようとしているのか、その辺を見

きわめる意味で、あと２年、社会教育委員としてやっていきたいなと思うのと、地

域では、町内会長をさせてもらって、先ほど雲南市の話が立場は違うんですが、草

津市は１３万５，０００人ほどでその１割の１万３，５００人ぐらいが志津の人口

なんです。私の町内会は１０１世帯で高齢化率４０％近くと。この１月に来年度の

会長、副会長、会計、組長さんが７組あって、皆さん７０代と。高齢化というのは

わかっていましたけど、そういう意味でまちづくり協議会が大事やということで本

校、地域校あるけど、どのようにすれば地域の皆さんが幸せになるのか、学びたい

と考えています。 

 

【岸本委員】 

 社会教育委員になったときには、一体何の仕事をするのかと話をしていました。 

社会教育委員というのはすごく幅が広いですよね。小学生だけ相手にしてるとか、

学校関係だけを相手にしていればいいわけじゃない。子どもから大人、老人まで。

間口が広いといい面もあるんですけど、もうちょっと絞って何かできることはない

のかなというふうにも思ったりもします。２年間させてもらって、いつも座って話

をするという、会議形式でしかないんでね、２年間の中に１回だけでもいいですか

ら、市役所から出てどこか見学に行くとか、そういう部分もあってもいいのかなと

思います。 

 

【Ａ委員】 

 せっかく提案ができて、これを外から見守るんではなくて、ぜひ自分たちも運営

に関わっていきたいなという気持ちは、皆さんお持ちだと思いますので、元ＯＢ、

社会教育委員として有志の会みたいなものがあれば、どんな形でも関わらせていた

だけるとうれしいなというふうに思います。 

私自身は、くさつパールプロジェクトの代表としてこちらに参加させていただい

ているんですが、くさつパールプロジェクトというところが２分野の事業をしてお

りまして、一つがまちづくりという視点で一般の人間が市政に興味を持って、審議

会などに女性の比率を高めるという意味にもおいて、市政に参加意識を持って関わ

っていこうと、皆さんの意識を高めていくという活動をしておりますので、これは

生涯学習というのは欠かせない分野なんです。意識づけ、意識を高めて、市がどう

いったことをやっているのかということも意識しないとわからない。そういったこ
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とも意識づけするという意味でも講座は大事なことですね。もう一つが、男女共同

参画課と、女性活躍を応援していこうという分野なんですけど、こちらでも半年、

学びを深めていくというような講座もあります。その中で自分ができることが何か、

自分の持ってる力で、自分も輝きながらまちをいきいきさせていくことができるん

じゃないかということを学びながら実践していくという団体なんですが、まちづく

り協議会など地域に出ていって、地域の方々の声を聞かないと自分の力がどう生か

せるかというのは具体的にはわからないと思いますので、自分の事業をコミュニテ

ィビジネス化していくという手法を学べれば、地域の課題も解決しながら自分の力

が生かせていける、そういった方々が今後もどんどんとふえていくんじゃないかな

というふうにも思います。この関わる方のイメージが、先ほどから全庁というふう

におっしゃってますけど、コミュニティビジネスというのを成長させていこうと思

うと、やはり商業ですね、商工観光労政課のお力も恐らく必要になってくるだろう

と思いますし、コミュニティ事業団もコミュニティビジネスということでやってら

っしゃると思いますので、みらくるカレッジは平成３２年度からもどんどん続いて

いくと思うんですけど、平成３２年といいますと市民総合交流センターが竣工する

のが、今の予定では４月ごろですが、そちらに行きますと、草津の社協福祉を担当

される社協も、商工会議所も全部が一つの館に入ってくるわけで、これを生かさな

い手はないと思いますので、そういったところの皆さんとの絡み、こういったとこ

ろにビジネスの事業所さん、商工会議所などと福祉系の地域の課題をよく知ってら

っしゃる中間組織としての社協さんにも参加いただいて、地域課題解決のプログラ

ム、学びを通して生かしていくプログラムができていけば、もっと制度がどんどん

と高まっていくんではないかなというふうに思います。 

 

【委員長】 

 なかなか提案には明記できないですけれど、市民総合交流センターは一つの拠点

として重要だと思っています。コラボというのは非常に大事ですよね。 

 

【Ａ委員】 

 もう一つ、情報発信って大事だと思いますので、えふえむ草津、草津インターネ

ットでも情報発信していますので、そういった部分でも情報発信としてもかかわら

せていただければ。 

 

【委員長】 

 あと、ホームページつくったほうがいいですね。 

 

【副委員長】 

 いろいろと御意見を伺わせていただきまして、ありがとうございました。大変私

も勉強になりました。 
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 この２年間参加させていただいて、本当に生涯学習というのが非常に重要だなと

改めて認識をさせられました。どちらかというと、学校教育というのは全国的にも

注目が高いんですけど、学校の中で学び続ける子ども、教員もそうなんですけど、

学び続けることができるその人を育成するというのは言われているし、決して学校

教育と生涯学習は切り離して考えるものではないなと私は思っています。 

地域の方が、こういう講座を通して学校にもっといろんな人が入ってこれるよう

な学校にしなければならないなというふうに改めて思ってます。外へ子どもたちが

出ていくことは比較的多いんですけど、社会がそこは着地点なので、そこを見なが

ら学校教育を進めていくのは大切なんだけど、地域の方が学校にもっと来ないとい

けないのかなというふうに思いました。ある中学校では、図書館は子どもが利用で

きるだけではなく市民の方も入れるという施設になってるんです。そういう仕掛け

も大切だし、本校でやったうどんづくりもそうですし、前任校では、私、畑をつく

って特別支援学級の子どもたちに地域の方がその畑づくりを一緒に、土づくりから

ずっと一緒にやっていただくということをしたこともあって、ウィンウィンの関係

でないと長続きしないし、この前ある研修に行ったときに、学校にこたつを置いた

らどうですかという話がありましてね。先ほど、退職して何をしていいかわからな

いという方ね、そういう困り感を持ってる人がそこにふらっとくると。そこでお茶

飲んでしゃべってるだけでいいんです。学校では困り感を持った者同士が集まると

新しいものが生まれてくる。そこでいろいろと生まれてくるし、そういう場とか機

会を学校でも提供できればいいなと思っております。学校では、働き方改革といっ

て今全ていろんなことを学校が担い過ぎていた部分が言われているわけですけど、

部活動でも、地域の方にもっと担っていただくというのも一つの方法かなというふ

うに思いますし、非常にこれから学校が生涯学習を意識して発信しなければならな

い場と、機会を提供していかなければならないという部分は大きいかなというふう

に感じております。 

  

【委員長】 

 皆さん、それぞれ貴重な御意見をいただきまして、ありがとうございました。事

務局の皆さん、来期以降、ぜひ御検討いただきたいなというふうに思います。 

 それでは、議事としましては以上とさせていただきます。 

 まだ任期はありますけど、会議としてはこれでおしまいでございます。皆さん、

どこかの機会でお会いできると思いますけど、ひとまずお礼を申し上げたいと思い

ます。皆さん、ありがとうございました。 

 

【生涯学習課長】 

 それでは以上で、第４回草津市社会教育委員会会議を閉会いたします。ありがと

うございました。 


